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令和６年度における学習評価に関する調査（観点別評価の割合）の結果について 

 

 みだしの調査の結果がまとまりましたので、下記の通りお知らせします。 

 

記 

１ 調査の趣旨 

  観点別評価の割合を周知していた９校を対象に、令和６年度における観点別評価の実

施状況を調査したもの。 

 

２ 調査結果の結論 

 ・ 観点別評価は、評定を決定する元となっているものであり、評定と合わせて見るも

のである。先日示した評定の割合も教科ごと、年度ごとにばらつきが見られることと、

観点別評価についても、観点ごと、教科ごとにばらつきが見られることから、「集団に

準拠した評価」（いわゆる「相対評価」）が行われていた状況は認められなかった。 

 

・ 観点別評価の割合を周知していた学校のうち、１校（先日配布した調査結果の 12 ペ

ージの学校）については、「Ａの生徒は、全生徒の 15％～40％とする。」「Ａの割合は 50％

を超えないようにする。」には合致しておらず、合致していたのは「Ｃの割合は３０％

を超えないようにする。」という広い範囲を示した一部分のみであることから、このこ

とのみをもって「集団に準拠した評価」（いわゆる相対評価）をしていたと認めること

はできなかった。 


